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1　本年度の基本方針

２　職員体制

＊職員数は兼務を含む

「地域のニーズに応える。皆様から信頼される施設を目指して」

 ・質の高いサービス提供と安心・安全な施設運営を目的とし、利用者様やご家族が安心して地域で暮らせる

ことを支える。また、地域住民や関係機関からのニーズを把握し地域に根差し必要とされる施設を目指し取

り組む。

 ・近隣の特別支援学校、関係機関との連絡を継続し、重度障害(生活介護事業)の受け入れを進める。また、

職員(看護師等)の人材確保、人材育成へも継続して取り組む。

事　業　名

生活介護事業 30名 第１.3土曜日・日曜日

就労継続支援Ｂ型事業 10名 第１.3土曜日・日曜日

管　理　者 施設長(相談支援専門員兼務) １名

令和８年度　事業計画

日中一時支援事業 ５名 土曜日・日曜日

所　　管　　事　　業

特定相談支援事業 なし 土曜日・日曜日

定員 休業日

事　業　所 職　　　　　種 常　　　　　勤 非　　常　　勤

生活介護事業

日中一時支援事業

生活支援員 ６名 ６名

職業指導員

理学療法士 1名

医師 １名

看護職員 １名

相談支援専門員 1名

就労継続支援Ｂ型事業
職業指導員 １名 ２名

生活支援員 1名

相談支援専門員(生活支援員兼務) 1名

合　　計 １０名 １２名(3名兼務)

特定相談支援事業

施設名

所在地



３　事業名

障害福祉サービス事業所　桜が丘晴山苑　

　【本事業のミッション】

　【令和８年度の取組目標】

　【重点目標】

【施設・設備整備計画】

　令和８年度は実施の計画はありません。

令和５年度実績 令和６年度実績 令和７年度目標

定員 ４０名

　本事業は、質の高いサービス提供と安心・安全な施設運営を目的とし、利用者様やご家族が安心して地

域で豊かに暮らせるようサポートします。また、地域住民や関係機関からのニーズを把握し地域に根差し

必要とされる施設を目指します。

・生活介護事業での重度障害者の受け入れに伴う人材確保や重度障害の理解や特性、支援につ

　いての研修等を継続し、それぞれの専門職のスキルアップを目指す。

・就労継続支援Ｂ型事業では工賃向上を目指し、特色と生産性の高い作業を確立する。

・目標管理制度による職員の役割の明確化、課題へ取組みを進め人材育成や組織力の向上を図る。

◆目標利用率

・就労継続支援Ｂ型事業の利用者工賃額は３万円台を目標とし、稼働率は95％を維持する。

・生活介護事業は近隣の特別支援学校や近隣の関係機関への働きかけの継続により利用者を確保し稼働率

90％以上を目指す。

◆利用者支援サービスの充実

「やりがい、自信」の持てる生産活動、利用者工賃の向上

各利用者が生産活動を通じて「仕事にやりがいが持てる」「自分の居場所がある」と感じられるよう個性

や能力を十分に発揮できる支援を行う。また、それぞれの働く気持ちを支え年２回の聞取りを継続実施し

効果を図り必要な場合は改善を進める。現在の生産活動の効率性を高めながら、利用者の方の能力や特性

が利用者工賃の向上に繋がるよう新規受託事業、新製品などの開拓へ取り組む。

◆コンプライアンス計画

・虐待防止や身体拘束、ハラスメント防止の研修参加により職員のスキルアップを図る。

・法改正や報酬改定についての研修を実施する。

・ストレスチェックを実施し働きやすい職場を目指す。

・策定した事業継続計画(BCP）の職員周知を図り、定期的なシュミレーション訓練を重ねる。

◆人材育成と職場環境の整備

　目標管理制度の活用により役割認識や課題を明確化し具体的な取り組みを進め、各事業の更なるサービ

ス向上へ繋げる。施設運営に必要な資格や職員の希望を取り入れた年間研修計画を作成し目標を達成す

る。安定した事業運営に必要な人材（専門職）を確保、育成する。

生活介護事業

令和8年度事業計画

◆財務基盤強化への取組

102.0% 86.7% 90.0% 90.0%

70.0% 68.1% 85.0% 95.0%就労継続支援Ｂ型事業

令和８年度目標


